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目 
 
 
 
 

次 

 
 
 
 
 
 

告 
 
 
 

示 

○
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
事
業
の
認
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
用 

 

地 
 

課
）
一
二
五 

○
道
路
の
区
域
変
更 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
道

路

維

持

課
）
一
二
七 

○
道
路
の
供
用
開
始 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同 

 
 
 
 
 

）
一
二
七 

 
 
 
 
 
 

公 
 
 
 

示 

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
る
意
見
書
に
関
す
る
件 

 
 
 
 

（
商

業

流

通

課
）
一
二
七 

○
公
共
測
量
の
実
施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
用 

 

地 
 

課
）
一
二
八 

               

  
 

第

二

千

三

百

二

十

三

号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
金
曜
日
） 

 
 

平

成

二

十

四

年

二

月

二

十

四

日 
  
 
 
 
 
 

告 
 
 
 

示 

岐
阜
県
告
示
第
七
十
六
号 

 

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

一 

起
業
者
の
名
称 

 
 

大
野
町 

二 

事
業
の
種
類 

 
 

う
ぐ
い
す
公
園
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
） 

三 

起
業
地 

 

１ 

収
用
の
部
分 

 
 
 

岐
阜
県
揖
斐
郡
大
野
町
大
字
公
郷
字
七
ノ
坪
地
内
（
以
下
「
本
件
起
業
地
」
と
い
う
。
） 

 

２ 

使
用
の
部
分 

 
 
 

な
し 

四 

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由 

 

１ 

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 
 

申
請
に
係
る
事
業
は
、
大
野
町
が
事
業
主
体
と
な
り
、
本
件
起
業
地
に
う
ぐ
い
す
公
園
を
整
備

す
る
も
の
で
あ
り
、
法
第
三
条
第
三
十
二
号
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。 

 

２ 

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 

岐 

阜 

県 

公 

報 
 
 
 
 
 

毎
週 

 
 
 
 
 
 
 

発
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日 

火
曜
日 

金
曜
日 

(
 

)
 

休
日
に
当
た
る 

と
き
は
翌
日 

(
 

)
 

ペ
ー
ジ 
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起
業
者
は
、
本
件
事
業
に
お
い
て
、
既
に
財
源
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
本
件
事
業
を
施
行
す
る

充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。 

 

３ 

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 

㈠ 

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益 

 
 
 
 

大
野
町
は
、
国
指
定
の
野
古
墳
群
や
揖
斐
二
度
桜
な
ど
数
多
く
の
文
化
財
を
有
す
る
一
方
、

企
業
誘
致
が
活
発
に
行
わ
れ
、
多
く
の
住
宅
団
地
の
造
成
に
よ
り
現
在
も
人
口
が
増
加
す
る
傾

向
に
あ
る
町
で
あ
る
。
こ
の
増
加
す
る
住
民
の
公
共
施
設
へ
の
ニ
ー
ズ
は
、
増
大
か
つ
多
様
化

し
て
お
り
、
近
年
に
お
い
て
は
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
、
ま
た
歴
史
や
自
然
等
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。
大
野
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
公
園
緑
地
整
備
と
し
て
、
身
近

な
公
園
の
整
備
、
水
辺
環
境
・
親
水
空
間
の
整
備
や
緑
化
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
大
野
町
内
に
お
い
て
、
本
件
起
業
地
を
含
む
う
ぐ
い
す
地
区
（
以
下
「
本

地
区
」
と
い
う
。
）
の
み
に
は
、
公
園
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
上
、
今
ま
で
地
域
住
民
の
運
動

や
遊
び
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
、
本
地
区
内
に
あ
る
大
野
町
立
中
小
学
校
（
以
下
「
小
学

校
」
と
い
う
。
）
は
、
児
童
の
安
全
を
考
慮
し
て
学
校
関
係
者
以
外
の
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ

た
た
め
、
地
域
住
民
が
ふ
れ
あ
い
憩
う
場
所
が
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る
。
加
え
て
、
近
年
、

安
全
な
避
難
場
所
の
確
保
へ
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
防
災
指
定
避
難
場
所
で
あ
る
小

学
校
は
前
述
の
と
お
り
学
校
関
係
者
以
外
の
立
入
が
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、
夜
間
や
休
日
に

お
け
る
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
小
学
校
が
避
難
場
所
と
し
て
利
用
で
き
る
ま
で
、
素
早
く
避

難
で
き
る
一
時
避
難
所
の
要
請
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
子
供
の
遊
び
場
や
高
齢
者
の
憩
い
の
場
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
場
と
し
て
、
あ
る
い
は
災
害
時
に
お
け
る
一
時

避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
を
併
せ
持
つ
こ
と
で
全
て
の
人
が
安
全
に
か
つ
快
適
に
利
用
で
き
る

施
設
と
し
て
の
活
用
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 
 

な
お
、
本
件
事
業
が
生
活
環
境
等
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
業
は
環
境
影
響
評

価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
等
に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
の
実
施
対
象
外
の
事
業
で

あ
る
が
、
起
業
者
が
任
意
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
も
の
と
予

測
さ
れ
る
。 

 
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
相
当
程
度
存
す
る
と
認

め
ら
れ
る
。 

 
 

㈡ 

失
わ
れ
る
利
益 

 
 
 
 

起
業
者
に
よ
る
と
、
本
件
起
業
地
に
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）

に
よ
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
は
、
無
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
希
少
な
動
植
物
の

存
在
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
失
わ
れ
る
利
益
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 

㈢ 

事
業
計
画
の
合
理
性 

 
 
 
 

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
選
定
に
つ
い
て
、
本
地
区
内
の
三
案
に
つ
い
て
、
社
会
的
条
件
、

経
済
的
条
件
、
技
術
的
条
件
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
本
起
業
地
が
選
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
選
定
は
適
切
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比

較
衡
量
す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の

で
、
法
第
二
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

 

４ 

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 

㈠ 

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性 

 
 
 
 

３
㈠
で
述
べ
た
よ
う
に
、
子
供
の
遊
び
場
や
高
齢
者
の
憩
い
の
場
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
場
と
し
て
の
機
能
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、
災

害
時
に
お
け
る
一
時
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
も
期
待
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

ま
た
、
地
元
か
ら
、
一
時
避
難
所
の
機
能
を
併
せ
持
つ
本
公
園
の
設
置
を
強
く
要
望
さ
れ
て

い
る
。 

 
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 

㈡ 

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性 

 
 
 
 

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
の
範
囲
は
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る

た
め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

 

５ 

結
論 

 
 
 

１
か
ら
４
ま
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
充
足
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一
般 

国
道 

道
路

の
種

類 

二
百
五
十

六
号 

路

線

名 

下
呂
市
金
山
町
東
沓
部
字
西

山
一
二
六
番
七
地
先
か
ら 

 

同 

市
同 

 
 
 
 

字
同

一
三
四
番
二
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 
 

間 

後 前 

区
域
変
更
前
後
別 

一
二
・
七

〜 

二
三
・
八 

一
○
・
四

〜 

二
○
・
六 

敷
地
の
幅

員 （
メ
ー
ト

ル
） 

一
四
八
・
七 

一
四
八
・
七 

延

長 

（
メ
ー
ト

ル
） 

 

備 

考 

す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
認

定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。 

五 

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所 

 
 

大
野
町
役
場
産
業
建
設
部
建
設
水
道
課 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
七
十
七
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。 

 

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路

維
持
課
及
び
岐
阜
県
下
呂
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
七
十
八
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。 

 

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路

維
持
課
及
び
岐
阜
県
下
呂
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             
 
 
 
 

公 
 
 
 

示 

 
 

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
る
意
見
書
に
関
す
る
件 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
概
要
を
公
示
す
る
。 

 

な
お
、
そ
の
意
見
書
は
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日
か
ら
一
月
間
岐
阜
県
商
工
労
働
部
商
業
流
通

課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

一 

建
物
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

（
仮
称
）
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
岐
阜
瑞
穂
店 

 
 

瑞
穂
市
稲
里
字
村
西
五
八
〇
番
地
一 

外 

二 

意
見
の
概
要 

 
 

住
民
の
意
見 

 
 

・
夜
間
に
お
け
る
来
店
車
（
者
）
か
ら
の
騒
音
防
止
や
来
店
車
の
ラ
イ
ト
の
住
宅
方
面
へ
の
投
光

防
止
、
敷
地
周
辺
へ
の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
防
止
の
た
め
、
敷
地
北
面
の
住
宅
境
界
線
に
緑
地
帯
ま

一
般 

国
道 

道
路 

の
種 

類 

二
百
五
十

六
号 

路

線

名 

下
呂
市
金
山
町
東
沓
部
字
西
山

一
二
六
番
七
地
先
か
ら 

 

同 

市
同 

 
 
 
 

字
同
同

一
三
四
番
二
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 
 
 
 

間 

一
四
八
・
七 

延 
 

長

（

メ

ー

ト

ル
） 

平
成 

二
四
・ 

二
・
二
五 

供
用
開
始 

 

の

期

日 

平
成 

二
四
・ 

二
・
二
四 

備 
 

考 

（
区
域
の

決
定
又
は

変
更
の
告

示
年
月
日

ほ
か
） 
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岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日
発
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

発 

行 

者 
 
 

岐 
 
 
 
 

阜 
 
 
 
 

県 
 
 
 
 
 
 
 
 

編 
 

集 
 
 

各
務
原
市
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
一
―
一 

 

ブ
イ
・
ア
ー
ル
・
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発 

行 

所 
 
 

岐 
 
 

阜 
 
 

県 
 
 

庁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
は
遮
蔽
壁
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 
（
届
出
事
項 

新
設
） ―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 
 

○
公
共
測
量
の
実
施 

 

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
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に
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準
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す
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法
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十
四
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項
の
規
定
に
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島
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長
か
ら
次
の
と
お
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共
測
量
を
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す
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